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よしか お知らせ

◆町県民税の申告及び確定申告がはじまります◆

○役場職員による申告相談○

次のとおり、役場職員による申告相談を実施しますのでご利用ください。

実施期間：令和６年２月１６日（金）～令和６年３月１５日（金）※土日祝日を除く

受付時間：午前８時３０分～１１時３０分、午後１時～４時（準備が整い次第、受付を開始します。）

場　　所：役場六日市庁舎　１階ロビー（六日市７５０番地）

　　　　　役場柿木庁舎　　２階特設会場（柿木５００番地１）

～申告会場に持ってくるもの～

□マイナンバーカード（写真入り）もしくは個人番号のわかる通知カード等と本人確認書類（免許

証など）

□所得税の還付がある場合　→　還付先となる貯金通帳またはキャッシュカード

□給与や年金収入等があった場合　→　源泉徴収票

□農業等事業所得があった場合　→　収支内訳書や収入・支出の内容がわかるもの

□その他の課税対象の収入がある場合　→　収入や必要経費のわかる書類

□その他控除を受けるために必要な支払証明書等の書類

□利用者識別番号［取得者のみ］　→　利用者識別番号の記載されているハガキ

※印鑑不要（ただし令和２年分以前は必要）

○各種書類や資料の事前整理をされて来場してください。

・農業所得のある方　→　農業所得計算資料をご活用ください。

・医療費控除を受ける方　→　医療費控除の明細書【内訳書】をご活用ください。

　来場される前は 、各自検温をされ、体調が悪い場合は来場をお控えください。

【ご注意ください】

〇次の課税対象の所得（収入）は申告が必要です。

※所得税の申告で必要なくても、町県民税の申告で必要となる場合があるためです。 

・生命保険契約等に基づく個人年金

・生命保険の一時金（生存、健康祝金）、損害保険満期返戻金等の一時所得

・農業関係や商工関係の産業課や農協などからの補助金や支援金

・ＵＩターン子育て補助金等

※申告漏れが判明した場合、税額の変更となる場合があります。

〇配偶者控除や扶養控除については二重控除とならないようにご注意ください。

※二重控除と判明した場合、税額の変更となる場合があります。

〇民法の改正により、未成年者の年齢が引き下げられています。

【お問い合わせ先】

税務住民課　住民税係　TEL：（０８５６）７７－１１１３
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益田税務署からの知らせ

全国絵画コンクール　秀作賞　受賞！

かきのき保育所　年中児　岡村　咲吾君

　夏に公募があった住友生命保険相互会社主催の「第４６回こども絵画

コンクール」に出品しました。テーマは「しあわせ、みつけた！」で全

国からの応募総数は７５，６５０点にのぼりました。

　島根県の審査で最優秀賞になった本作品が全国審査の対象に選ばれ、

１０月２４日に行われた全国審査の結果、みごと秀作賞になりました。

東京では１月６日から８日までの３日間東京タワーフットタウン地下一

階タワーホールにて展示されることになりました。

　去る１２月１２日火曜日には住友生命の職員が賞状を持って来所され

たので、みんなで集まってホールで表彰式を行いました。咲吾君はちょっ

ぴり緊張気味に賞状を受け取りましたが、作品入りのカレンダーをもら

い、うれしそうにしっかりにぎりしめて帰りました。子ども達の表現の

ひとつとしての描画。「描きたいな！」と思った時に自由にすぐに描け

る環境をこれからも大事にしていこうと思います。
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第７３回“社会を明るくする運動”作文コンテスト 入賞作品について

　毎年、本運動の島根県推進委員会の主催で“社会を明るくする運動”の作文コンテストが実施

されています。この作文コンテストは、次代を担う小・中学生の皆さんに、日常の家庭生活や学

校生活の中で体験したことをもとに、犯罪・非行のない地域社会づくりや犯罪・非行などに関し

て考えたこと、感じたことを作文に書くことを通じて、“社会を明るくする運動”に対する理解を

深めてもらうことを目的としています。

　この度の作文コンテストでは、六日市中学校２年の岡田空真さんが島根県更生保護女性連盟会

長賞を受賞し、島根県から賞状と副賞が贈呈されました。

　また、吉賀町推進委員会においても独自で表彰を行っています。今年も町内からご応募いただ

いた作品の中から、町長賞、教育長賞を選出し、受賞された２名の方には吉賀町保護司から賞状

と副賞を贈呈しました。

　作文コンテストにつきまして、多数のご参加をいただきありがとうございました。

【島根県更生保護女性連盟会長賞】

六日市中学校 ２年 岡田空真 （おかだ そうま） さん　

作文題名 ： 「言葉を受け取る」

【町長賞】 柿木小学校 ６年

村田蒼空 （むらた そら） さん

作文題名 ： 「だれもが生きやすい社会に」

【教育長賞】　柿木小学校 ６年

永安蒼輔 （ながやす そうすけ） さん

作文題名 ： 「明るい社会」



7　　広報よしか　2024 年 2 月号　№ 220

ＮＥＷＳ
よしかお知らせ

「ぽかぽかサプライズ！」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柿木小学校　五年　笠江　真央

　私は四人兄妹の末っ子です。いつもは上の姉と兄はそれぞれ離れて暮らしています。はじめ

は淋しかったけれど、最近では、私と三つ上の姉と父と母の四人での生活にも慣れてきました。

私たち家族は離れていても毎日みんなで連絡を取り合う仲です。そんな仲良し家族の、今年一

番のエピソードを紹介します。

　今年の私の誕生日のことです。父も母も仕事が遅くなり、夕食も少し遅い時間に始まりそう

だな…と思ってテレビを一人で見ていた時、急に玄関が開く音がして怖くなりました。すると、

姉と兄が誕生日の飾りを身にまとって「真央おめでとう」とプレゼントを手にサプライズで帰っ

てきたのです。私は自然と目にたくさんの涙がたまり、泣き声で「えーえー」と声を出してい

ました。お母さんは笑って泣いて、周りがぽかぽかしてすごくジーンとしてきました。「みん

なこの家族に生まれてきてくれてありがとう」と思った瞬間でした。

「夢の時間」

　六日市小学校　五年　岡田創一朗

　僕の家族のきずなは、家族と一緒に寝るときです。例えば、旅行にいったときに、ベットに寝

転んで、その日に起こったことや楽しかったことを思い出しながら、眠れるし、家族と会話をし

て、「今日、こんなことが面白かったね」そして、「明日、あれが楽しみだね」など、家族とのコ

ミュニケーションを取れることが楽しいです。世界には、家族と一緒に寝られない人たちがいる

ことを思うと幸せを感じます。そして家に帰ってから寝るときに、旅行で起こったおっちょこちょ

いなエピソードを振り返るのがとっても楽しくて、夢の時間です。

　このように、家族と一緒に寝るときは、家族の心が一つになる大切な時間だと思っています。

なので、僕は、この時間を家族のきずなと思いました。

発行　
　吉賀モラロジー事務所より
　　　　　　　入賞作品紹介

　

吉賀町長賞

吉賀町長教育長賞

令和５年度（第４回）
「家族の絆」エッセイ集
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町内小中学生　本物と出会う！～初めての日本画体験～

　１２月１３日（水）～１５日（金）の間に、町内５つの小中学校で日本画家の

染谷香理 (そめやかおり )さんを講師に、日本画体験教室を開催しました。

　染谷さんは、ご自身も小中学生のころまでは、夏には高津川で毎年遊んでいたこ

となどを話され、吉賀町は懐かしい思い出の場所だと伝えてくださいました。そ

の後、日本画の絵の具の素材はどういったものがあるのか、普段子どもたちが使っ

ている水彩画の絵の具との違いなどを説明してくださいました。

　自分の指を使って絵の具を混ぜるところから体験をした子どもたちは、膠 (にかわ )のとろっとした感触や匂

いに、笑顔になったりしかめっ面になったりと、絵の具のように色々な表情を見せてくれました。

　色紙の端から描く子、真ん中から描く子、大きな絵を描く子、小さな絵をたくさん描く子など、皆思い思いの

絵を描いていました。普段使う絵の具との違いに、戸惑いながらも素敵な作品が出来上がりました。

　また、１４日の夜には大人も対象とした体験

教室を開催し、多くの方が参加をされ、子ども

たち以上に一生懸命に絵の具を混ぜたり、絵を

描いたりしました。本物に出会う体験は、大人

も子どもも貴重な時間となりました。

ＮＥＷＳ
よしか お知らせ

町内小中学生　本物と出会う！　　～地層の話から宇宙へ～

　１１月１７日（金）広島六日市会の紹介により、巨木画家の加納千里子 (かのうちりこ )さんと、東京大学で

博士号を取得された宇宙博士の井筒智彦 (いづつともひこ )さんが、六日市小学校の６年生に話をしてください

ました。

　加納さんは、ご自身が巨木に興味を持ったきっかけから、同じ種類の木でも育つ環境によって大きさや花など

に違いがでるということを話されました。木にとっての環境とは土であり、木だけではなく根が張っている地層

にまで思いを寄せて見ること、そして心の中に自分の木を持って生きてほしいということなども話されました。

　井筒さんは、自分たちが立っている地上から宇宙を見た時、遠いと思っていた宇宙が実は身近に感じることが

できるということ、宇宙への行き方などを、クイズを交えて話しをしてくださいました。「宇宙でコーラは飲む

ことが出来るのか？」「宇宙で将棋をしたことはあるのか」など、大人でも楽しく考えることが出来るクイズに、

子どもたちの目も星のようにキラキラしていました。

　お２人の話で共通していたことは「好奇心を持つ」ということでした。子どもたちの感想には、お礼の言葉と

共に「知りたくなった」「調べてみます」「興味を持って人生を楽しくしたい」などの言葉が多く書かれていまし

た。中学生目前の６年生にとって、貴重な時間となりました。

【染谷香理さん】

【加納千里子さん】 →

← 【井筒智彦さん】
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第３８回全国高等学校文芸コンクール・

第３４回伊藤園お～いお茶新俳句大賞　入選

　第３８回全国高等学校文芸コンクールにおいて、吉賀高等学校３年の河内慧 ( こうちさとる )

さんの作品「骨壺 ( こつつぼ ) を暗所に移す夏の昼」が俳句の部門で入選されました。また、第

３４回伊藤園お～いお茶新俳句大賞に同校３年の北川颯良 ( きたがわそら ) さんの作品「いつの

まに取り違えたか梅雨の傘」が佳作で入選されました。１２月１８日に吉賀高等学校で、受賞の

報告会が開催されました。

　お二人は、吉賀高等学校の文芸部に所属しており、顧問の先生方の指導の下、日々自分の得意

分野の技を磨かれています。

　河内さんは、「今回の作品は、吉賀町にいたからこそできた句。賞をとれたことが本当に嬉しい。

将来は、何らかの団体に属しながら作品を作っていきたい」、北川さんは、「３年間の集大成とし

て良い作品を作れたことは本当に嬉しい。卒業してからは大学

のサークルで俳句などを作っていきたい」と喜びの言葉ととも

に将来に向けての力強い意気込みを語られました。

　岩本町長からは、激励の言葉が送られました。

　河内さん、北川さんの今後のご活躍をお祈りします。

写真 （左から） 岩本町長、 河内慧さん、 北川颯良さん

　１２月１３日午後に、アントレプレナーシップ教育の中間

発表を実施しました。吉賀高校では、授業時間の中で、自分

のやりたいこと・得意なことと、地域に必要とされているこ

とを掛け合わせたプロジェクトを実施しています。今年は、

高齢者向けのスマホ教室の開催や、七日市地区で開催されて

いる「なないろ食堂」とのコラボ、ＳＮＳを通じた吉賀町の

ＰＲなどに取り組んでいます。

　１・２年生の合計２５グループが、４月から取り組んでき

た活動を振り返り、学びを語りました。また、２月の最終報

告会に向けた展望も述べました、講師として、青山学院大学・

大正大学・桜美林大学・日本女子大学の各先生方にオンライ

ンで参加いただきました。先生方からは、「正解のない時代、

自分なりの正解を作ろうと頑張っている姿が印象的だった。」

「今までよりも、堂々と発表していると感じた。」といったコ

メントをいただきました。これから、さらにプロジェクトを

加速させていきます。地域で見かけた際は、応援のほどよろ

しくお願いします。

アントレ校内発表会を開催しました。吉高賀校支援室だより
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ＮＥＷＳ
よしか お知らせ

上下水道コラム

★個人や法人で水道メーターを設置されている方へ★

　アパートの大家さんや会社の寮を管理されている方の中には、役場の水道メーターとは別に、家

賃管理用の水道メーターなどを設置しているケースがあるかと思います。

　今回のコラムでは、こういった私設メーターの管理についての注意喚起をしたいと思います。

　最近、町内の土地や家屋をご相続された方、これから不動産賃貸業の開業をお考えの方も要チェッ

クです。

■定期的な交換が必要です！■

　水道メーターの使用期限は８年です（計量法施行令　別表第三）。つまり、８年に一回は必ず交

換をすることになります。

　使用期限の確認には、フタの内側を見ます。殆どの水道メーターには、そこに使用期限を書いた

シールが貼ってあります。もし、このシールが見当たらない場合や、使用期限が分からない場合は、

購入した業者等へ確認をしてください。

■交換をしないでいると…■

　計量法には罰則規定があります。有効期限が切れたままの水道メーターを使用して計量した者は

６カ月以内の懲役若しくは５０万円以下の罰金に処され、又は併科されることとなっています（計

量法第１７２条）。

　また、古くなったメーターを使い続けると、性能が劣化し、正しい検針ができない恐れがでてき

ます。正しい検針ができないと、漏水に気づけなくなるほか、私設でメーターを設置している意味

もなくなります。

　私設メーターは設置した方の責任の下、ご自身の負担の上で交換手配をお願いします。

■よく分からないメーターを見つけた！？■

　ご相続や不動産の購入などがきっかけで、よく分からない水道メーターやメーターボックスに遭

遇することもあるかと思います。そういった時は建設水道課までご相談ください。

■役場が設置のメーターは？■

　以前のコラムでもご紹介しましたとおり、役場が管理しているメーターは役場が定期的に交換等

の手配を行っております。今後とも皆様のご理解とご協力をお願いします。

吉賀町アンテナショップかきのき村　

創業 20 周年大抽選会の当選者が決まりました！

　吉賀町アンテナショップかきのきむら創業２０周年大感謝

祭のイベントを行ったところ、延べ１８３６名の応募があり、

厳正なる抽選の結果２２名の方にお食事券やお買物券が当た

りました。代表で、特賞である「むいかいち温泉ゆららペア

宿泊券」に当選された方に町長より、直接商品の手渡しを行

いました。当選された方は、「家族で利用したい」と笑顔で

答えられていました。
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ＮＥＷＳ
よしかお知らせ

環境情報　我が家でできる節電方法（冷蔵庫・調理器編）

　冬季のエネルギー需要期である２月は「省エネルギー月間」と定められています。寒い冬は、暖

房に限らず給湯などでもエネルギーの使用が増える季節です。日々の暮らしの中で、ぜひ省エネ・

節電に積極的に取り組みましょう。省エネで光熱費の削減にもつながります。

～冷蔵庫～
〇冷蔵庫の冷やしすぎを避け（「強」→「中」）、扉を開ける時間を減らし、

食品を詰め込みすぎないようにしましょう。

〇熱いものは冷ましてから保存しましょう。

〇壁との間に適切な間隔を空けて設置しましょう。

　適度な隙間を空けることで、放熱の効率が良くなります。

〇冷凍庫はぎっしり詰めましょう。

　食品をぎっしり詰めて入れることで、冷凍効率が良くなります。

～炊飯器～
〇保温は４時間を目安にしましょう。

　４時間を超えるようなら冷凍保存するなどして、食べるときに電子レンジで

温め直すほうが、消費電力が少なくてすみます。

～電気ポット～
〇長時間使わないときは保温せずにプラグを抜きましょう。

＜吉賀町教育振興計画推進協議会＞

吉賀町教育振興計画推進協議会から答申書の提出がありました。

　１１月２４日に開催された第４回吉賀町教育振興計画推進協議会において、教育振興計画にある

全１８５項目の教育施策の進捗・達成状況及び今後の方向性を踏まえた検証が完了しました。

　これに伴い、１２月２５日に協議会の大庭会長より中田教育長に対して、検証結果を取りまとめ

た答申書が提出されました。

　今後は、吉賀町教育委員会において答申書の内容の確認

及び協議が行われたうえで、よりよい吉賀町教育振興計画

の実行と推進が行われる予定です。
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吉賀町いきいき健康高齢者表彰式（令和５年１０月２６日）健康コーナー

保健だより
健康・食育・予防

　「吉賀町いきいき健康高齢者表彰」は、健康で生きがいを持って元気に生活している高齢者を表彰し、

高齢者の福祉を増進することを目的として実施しています。１０月２６日に朝倉公民館において開催し

た表彰式では、受賞者２２名中１２名が出席され、岩本町長より表彰状が授与されました。

　受賞者の皆様のはつらつとしたご様子は、町が目指す「生涯現役

のまち」の良きお手本です。また、皆様へお伺いした「元気の秘訣」

の中には、食事や運動、睡眠などの日常生活において心がけている

こと、日々のこころの持ちようなど、健康に過ごしていくためのヒ

ントがたくさん詰まっていました。受賞者の皆様の益々のご健勝と

ご多幸を心から祈念するとともに、受賞者の皆様のお姿を目標に、

町全体としても健康で生きがいを持って暮らす町民が増えていくこ

とを願います。

　この表彰制度は、例年夏に候補者の募集を行っています。表彰するにふさわしい８０歳以上の方が、周

囲や知り合いにおられましたら、次年度ぜひ保健福祉課まで推薦してください。

●受賞者御芳名および「元気の秘訣」（敬称略、５０音順）

稲倉　寛（抜月） 趣味があること（SL の写真撮影、竹細工）

岩永　スミ江（立戸）物事を苦にせず、のんびり過ごす。しっかり食べる

岩本　公子（立河内）外の仕事を一生懸命する。地域の集まりにも参加する。畑仕事もする

衛士野　ユリエ（立戸）シルバー人材など仕事に出て社会参加すること

川本　静子（注連川）身体をよく動かすようにしています。百歳体操に行くようにしています。

蔵本　静江（立戸） よく動くこと。食べるものに気をつける。

齋藤　惠美子（抜月）畑で野菜を作ること

齋藤　惠子（椛谷） 百歳体操をしている

齋藤　ツル子（朝倉）図書館で本を４～５冊読む。俳句をする。畑づくり

齋藤　伸枝（立戸） とにかくよく動くこと。グランドゴルフに行くこと

齋藤　米子（福川） よく食べ、よく寝る。ときめきと笑うこと

坂田　司（注連川） 卓球サークル、グランドゴルフをしている。ウォーキングをしている 

下森　幸枝（下須） 毎日ウォーキング。よく寝る。

下森　敏弘（下須） 自分の体を使って仕事をすること

管本　幸子（上高尻）よく食べ、よく動く。夕方仲間と一緒にウォーキングをしています。２０年間続けています。

谷口　壽一（柿木） 三食しっかり何でも食べる

中岡　𠮷子（柿木） 自分のできることは自分ですること。歩いたり、運動したりすること。家族のために家事をすること。

橋本　登（立戸） 三食きちんと食べること

藤井　サザ子（上高尻）夕方仲間と一緒にウォーキングをしています。２０年間続けています。

藤原　豊（抜月） 特にない

松田　照美（六日市）テーミル、ストレッチ教室への参加。友達とえびすジムに毎週土曜日に行っている。お花工房もしている 

三浦　清子（下須）
毎日ウォーキングをしています。百歳体操にはなるべく行くようにしています。

はみがきをしっかりしています。

参考／過去の受賞者人数

平成 27 年度  1 名　　平成 28 年度  0 名　　平成 29 年度  2 名　　平成 30 年度  2 名

令和元年度　23 名　　令和２年度　24 名　　令和３年度　33 名　　令和４年度　26 名

合計　　　111 名
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保健だより
健康・食育・予防

食育コーナー食育
「私たちの健康は私たちの手で」

「８０２０よい歯のコンクール」

優秀賞を受賞されました！

谷尻　和好さん (幸地 )

【普段から心がけていること等】

よく噛んで時間をかけて食べる。

3か月に 1回歯科受診し定期検診を受ける。

歯間ブラシを使って時間をかけて丁寧に歯磨きを

する。

　島根県や島根県歯科医師会が、８０歳で２０本の歯を維持している方を表彰する「８０２０よい

歯のコンクール」において、町内１名の方が優秀賞、１９名の方が優良賞を受賞されました。この

コンクールは毎年行われており、今年は全県下より１４５名の応募がありました。

　２０本以上の歯があれば、食生活にほぼ満足できると言われています。受賞者の皆さんが普段か

ら心がけていることを伺いました。こちらを参考に元気に生き生きと生活するため、歯の手入れや

食事など、日々の中でできることから始めてみましょう！

石村　君子（六日市）歯間ブラシを使って時間をかけて丁寧に歯磨きをする。硬いものを食べる。

井原　久子 (抜月） 若いころから、早め早めに歯科受診するようにしてきた。歯磨き、歯ブラシでの歯茎マッサージの継続。

大庭　忠男（蔵木） あまり気にしたことはなかったけど困ることはない。おいしくご飯を食べています。

齋藤　富子（福川） 歯間ブラシを使って時間をかけて丁寧に歯磨きをする。

齋藤　洋一（白谷） 魚は骨まで食べる。

坂折　純平 (沢田） 月１回受診し、お口の掃除をしてもらっている。

品川　美智枝（柿木）夜３０分かけて１本１本丁寧に歯磨きをする。

澄川　輝夫（九郎原）硬いものでも、なんでも噛める。身体も丈夫だし、歯も丈夫。

高橋　ヒロコ（有飯）朝と晩しっかり歯を磨く。

滝元　孝子（朝倉） 歯磨き・うがい。３か月に１回、定期検診を受ける。こまめに受診することで、痛い治療をしなくてもすむ。

長嶺チヨミ（田野原）３か月に１回の定期受診と、毎晩歯茎のマッサージをしている。

中村　千恵（六日市）歯間ブラシを使って時間をかけて丁寧に歯磨きをする。３～４か月に１回歯科を定期的に受診する。

中村　敏之（沢田）
気をつけていることは無いが、むし歯で苦しんだことは無い。

歯が丈夫なのだろう。戦時中は甘いものも食べなかったため、その影響もあるかも。

松田　照美（六日市）月に１回歯石を取ってもらう。

山崎　正孝（六日市）歯間ブラシを使って時間をかけて丁寧に歯磨きをする。

山根　照由（柿木） ３か月に１回歯科受診し定期検診受ける。症状はなくても点検してもらう。

山本マサ子（九郎原）
前はむし歯を気にしていたが、歯周病予防も大事だと思う。予防は歯磨きが基本。気になったら受診する。

間食が減ったのも良かったと思う。

渡部　亜夫（六日市）歯間ブラシを使って丁寧に歯磨きをする。朝は必ずちりめんじゃこを食べる。

●優良賞受賞者御芳名および「普段から心がけていること等」（敬称略、５０音順）

丁寧な歯磨きや、定期的な受診をしている方が多かったです。

できることから始めてみましょう♪

ご了承の得られた方のみ掲載しています。
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【当時使用されたテキスト】　　
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吉
賀
町
立
図
書
館

≪図書館利用状況１２月≫

●貸出総数　２２０８冊

●貸出人数　　２９２人

●来館者数　　３３３人

 [休館日と返却ポスト ]

・毎月曜日と祝日。

・１月３１日（水）図書整理休館日

・図書返却ポスト

吉賀町内各公民館前に設置

今
月
の
本
の
紹
介

≪ベスト・リーダー！１２月≫

　　　書　　　名　　　　　　著　　者　

「緊立ち」　　　　　　　　　乃南アサ　著

「夫よ、死んでくれないか」　丸山正樹　著

「襷がけの二人」　　　　　　嶋津　輝　著

「とにもかくにもごはん」　　小野寺史宜著

「いまこそガーシュウィン」　中山七里　著

図
書
室
だ
よ
り

　

節
分
。
邪
を
は
ら
い
、
福
を
願
う
豆
ま
き
。
子
ど
も

に
と
っ
て
も
楽
し
み
な
行
事
の
ひ
と
つ
で
す
ね
。
こ
の

日
は
、
各
地
で
様
々
な
行
事
が
あ
り
ま
す
。
も
と
も
と
「
節

分
」
と
は
立
春
・
立
夏
・
立
秋
・
立
冬
の
前
日
の
こ
と
で
、

季
節
の
分
か
れ
目
を
指
し
て
い
ま
し
た
。
旧
暦
で
は
節

分
が
大
晦
日
に
あ
た
る
日
。
昔
か
ら
厄
を
は
ら
い
新
年

の
幸
せ
を
願
う
行
事
が
行
わ
れ
、
大
切
に
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
節
分
だ
け
が
今
に
残
っ
て
い
る
の
で
す
。

炒
っ
た
大
豆
が
「
福
豆
」
。
豆
ま
き
は
、
宮
中
で
節
分
に

行
な
わ
れ
て
い
た
追
儺
（
つ
い
な
）
と
い
う
鬼
ば
ら
い

の
行
事
が
広
ま
っ
た
も
の
で
す
。

ラ
ッ
ト
マ
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
尾
秀
介

極
北
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
川
直
樹

コ
コ
の
詩　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
楼
方
子

中
学
生
の
目
と
心　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
見
哲
哉

ハ
ヤ
ブ
サ
消
防
団　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
井
戸
潤

最
後
の
一
球　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

島
田
荘
司

人
生
の
終
い
方　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
取
材
班

引
き
出
し
の
中
の
家　
　
　
　
　
　
　
　
　

朽
木　
　

祥

島
根
あ
る
あ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
英
典

あ
り
と
す
い
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
む
ら
し
げ
る

き
つ
ね
の
が
っ
こ
う　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
も
と
よ
う
こ

歩
き
続
け
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
田
史
彦

ア
ニ
メ
と
戦
争　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
津
亮
太

柿木『図書だより』
 開館　９：００～１６：００（平日）
　＊毎月曜日と祝日が休館日です
　＊第２、４の土日は 9：00 ～ 16：00
 電話　７９－２５５３
 島根県鹿足郡吉賀町柿木 79

図書だより
町立図書館・柿木公民館

【
ク
リ
ス
マ
ス
お
話
会
】

　

12
月
23
日
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
お
話
の
読
み
聞
か
せ
と

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
の
上
演
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
工
作
な
ど

を
し
ま
し
た
。
工
作
は
、
小
さ
い
ツ
リ
ー
を
手
作
り
し

ま
し
た
。
ど
の
作
品
も
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
よ
う
に

と
て
も
素
敵
に
で
き
ま
し
た
。

【
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会
】

　

12
月
26
日
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上
映
会
を
し
ま
し
た
。
内
容

は
、
「
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
の
犬
」
で
す
。
貧
し
い
け
れ
ど

正
直
な
少
年
の
ネ
ロ
が
、
素
晴
ら
し
い
絵
を
描
く
才
能

が
あ
り
な
が
ら
苦
難
に
あ
い
、
ず
っ
と
願
っ
て
い
た
教

会
の
ル
ー
ベ
ン
ス
の
名
画
を
ク
リ
ス
マ
ス
の
日
に
観
て

天
国
に
行
く
お
話
で
す
。
上
映
時
間
が
少
し
長
か
っ
た

の
で
す
が
、
こ
の
時
期
に
相
応
し
い
作
品
で
し
た
。



広報よしか　2024 年 2 月号　№ 220　　16

ＮＥＷＳ
よしか お知らせ

月 火 水 木 金 土・日
島根県議会定例会【112CH】 竹島の日 記念式典 １ ２ ３・４

島根県議会定例会本会議の模様を生中継
◆放送日時◆ １０：００～

２月１４日・２１日・２６日～２９日
島根県ケーブルテレビ協議会
【１１２ｃｈの視聴方法】

 リモコンの “11” を押しチャンネルを111chに合わせた後
チャンネルボタンの  “上矢印 または ＋ ”を１回押す

「竹島の日 記念式典」
生中継

島根県民会館
２月２２日（木）
１３：３０～

島根県ケーブルテレビ協議会

9：00
●釣り天国！石見
9：15
●探偵社、ぶらり。
9：30
●くゎいだん -怪談-
9：45
●とんと昔があったげな

9：00
◎世界の銘醸ワイン
フランス・ブルゴーニュ地方
大手ワインスクールの副校
長を務める講師がフランス
・ブルゴーニュのワインを
解説します
NHK文化センター制作番組

6：00
●ニュース
　サンネット

ニュース・サンネット終了後

かのあし安全安心だより

５ ６ ７ ８ ９ １０・１１
9：00
▲ニュース・サンネット
　総集編１月放送分
　

9：00
●気仙沼めっけ
9：15
●フォト旅はままつ
9：30
●荒磯館料理長の
　手軽に一品

9：00
●グラントワチャンネル
9：15
●日本遺産さんぽ
9：30
●いい伊豆みつけた

9：00
●わがと家の人々
9：15
●アウトドアビギナーズ
9：30
●藤岡大拙・大西友子の
　出雲弁よもやま話
9：45
●やくも 
　 ～最後の国鉄型特急～

9：00
●CATV情報ネット
　しまね

9：30
●川上栄治の益田旅

6：00
●ニュース
　サンネット

１２ １３ １４ １５ １６ １７・１８
9：00
◎津和野重要伝統的
　建造物群保存地区
　選定10周年記念
　シンポジウム

9：00
●山のぼり気分

9：30
●釣りしんちゃい！

9：00
●出雲のほそ道

9：30
●島大病院ちょっと
　気になる健康講座

9：00
●釣り天国！石見
9：15
●探偵社、ぶらり。
9：30
●くゎいだん -怪談-
9：45
●とんと昔があったげな

9：00
◎世界のチーズを楽しむ
　カマンベール
長きにわたりチーズの奥深さ
や楽しみ方を精力的に発信
し続けている講師が、歴史と
美味しさの秘密を語ります
NHK文化センター制作番組

6：00
●ニュース
　サンネット

県議会中継【１１２CH 】 

１９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４・２５
9：00
◎第１回薄田春香杯
　女子サッカー大会

9：00
●気仙沼めっけ
9：15
●フォト旅はままつ
9：30
●荒磯館料理長の
　手軽に一品

9：00
●川上栄治の益田旅

9：30
●いい伊豆みつけた

9：00
●わがと家の人々
9：15
●アウトドアビギナーズ
9：30
●藤岡大拙・大西友子の
　出雲弁よもやま話
9：45
●やくも ～最後の国鉄型特急～
13：30
竹島の日記念式典
　【生中継】

9：00
●CATV情報ネット
　しまね

9：30
●日本遺産さんぽ

9：45
●おくいずも新探訪 
　～さらに「奥」へ～

6：00
●ニュース
　サンネット

ニュース・サンネット終了後

こころもからだも満たす島根観光
～ご縁も、美肌も、しまねから～

県議会中継【１１２CH 】 

２６ ２７ ２８ ２９ 体操の時間 受付時間
9：00
　白谷神楽社中
　「新春神楽」

9：00
●山のぼり気分

9：30
●釣りしんちゃい！

9：00
●出雲のほそ道

9：30
●島大病院ちょっと
　気になる健康講座

9：00
◎令和5年度
古代出雲文化シンポジウム
『出雲国風土記』を
読み解く
報告-1　報告-2

月曜日～金曜日
６：００～９：００
１５：００～１７：００
体操番組を放送！
テレビの前で

体を動かしましょう

サンネットにちはら
Tel 74-2099
Fax 74-2667

平日　8：30～17：15
（土・日・祝は閉庁）
緊急連絡先

セコムコントロールセンター
Tel 0852-28-0016

県議会中継【１１２CH 】 

特別番組 サンネット LINE 公式アカウント

【２月１２日（月）放送】
津和野重要伝統的建造物群
保存地区選定10周年記念
シンポジウム
2023年12月23日（土）
津和野町役場津和野庁舎増築棟

【２月１９日（月）放送】
第１回薄田春香杯
女子サッカー大会

2023年12月27日（水）
益田市 ひだまりパークみと
サンネットにちはら・ひとまろビジョン
共同制作

【２月２４日・２５日放送】
こころもからだも満たす島根観光
～ご縁も、美肌も、しまねから～
島根県では心身を癒し整う旅が楽
しめるよう、さまざまな美肌体験
メニューを充実させています
美肌観光に積極的に取り組んでい
る事業者の様子を紹介します

【２月２６日（月）放送】
白谷神楽社中
「新春神楽」

新春神楽公演の模様を放送
2024年1月2日（火）
吉賀町ふれあい会館

字

字

字

字

 番組情報などお届けします！
 ぜひ友達登録をお願いします！

特

特

特

特

サンネットにちはら番組表
※ ●１Hごとに放送  ◎２Hごとに放送  ▲３Hごとに放送  ★４Hごとに放送　  　特別番組
　 　 耳が不自由な方や声が聞きとりにくい方にもわかりやすいよう文字を表示しています（隔時間）

特  2 字

※編成の都合上、番組・内容が変更になる場合があります あらかじめご了承ください ※変更の際は１１１ｃｈのデータ放送等でお知らせします

２０２４
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トピックス
話題・できごと

２０２３島根県サッカー協会　社会人リーグ 3位
益田市サッカー協会　協会長杯　優勝

　島根県サッカー協会主催、社会人リーグ１部で活躍している地域団体、紫逅俱楽部が２０２３年

シーズンを戦い抜き、４勝２分４敗でリーグ３位の成績でシーズンを終えました。

　また、１２月６日には益田市サッカー協会主催の協会長杯決勝

が行われ、石見ＦＣと対戦し、３対１で見事優勝を決めました。

　毎試合サポーターの皆様からいただくご声援のおかけで、わた

したち選手は最後までピッチを走りぬく事ができました。感謝申

し上げます。

　来シーズンも精一杯がんばりますので、引き続き、ご声援のほ

どよろしくお願いいたします。

第１９回和田毅（ソフトバンク）杯少年野球大会
　～第３位　七日市スポーツ少年団～

　第１９回和田毅杯少年野球大会が１１月２５日、１２月２日、３日に出雲市で開催されました。

県内で予選を勝ち抜いた１６チームが出場し、益田鹿足ブロック代表として七日市スポーツ少年団

が出場しました。選手たちは持ち前の打力を活かした元気溢れるプレーで準決勝まで勝ち進み、見

事３位の好成績を収めました。

【試合結果】

　１回戦　七日市スポーツ少年団　４　―　２　中部野球スポーツ少年団

　２回戦　七日市スポーツ少年団　６　―　２　塩冶野球スポーツ少年団

　準決勝　七日市スポーツ少年団　５　―　８　出雲北野球スポーツ少年団

　また、個人表彰に七日市スポーツ少年団から和﨑悠馬

（わさきはるま）くんがベストナイン（投手部門）、松原

凛駈飛（まつばらりくと）くんが特別賞に選ばれました。

　七日市スポーツ少年団では団員を随時募集しております。基本的に土日（午前中）に吉賀町スポー

ツ公園野球場で練習しております。道具も貸し出しておりますので、お気軽に見学・体験にお越し

ください。

ベストナイン（投手部門）

和﨑悠馬くん
特別賞

松原凛駈飛くん
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《
寄
稿
》

郷
里
回
想
録
よ
り
（
九
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

　

藩
制
時
代
歴
代
に
渡
る
津
和
野
藩
主

は
家
来
共
々
に
其
の
平
素
武
勇
鍛
錬
と
藩

内
巡
察
を
兼
ね
御
立
山
で
頻
繁
に
鷹
、猪
、

鹿
狩
り
を
敢
行
し
た
。　

　

此
の
御
立
山
は
藩
（
主
）
指
定
の
専
用

御
狩
り
場
で
代
々
に
渡
り
役
人
促
で
観
察

所
領
藩
内
に
数
ヶ
所
実
在
す
。

　

凡
そ
四
百
年
前
の
天
文
年
中
藩
第
十
一

代
藩
主
吉
見
正
頼
公
も
町
内
田
野
原
区
に

定
め
し
御
立
山
で
狩
り
を
施
行
・
・
・
。

時
を
下
り
、
幕
末
（
約
二
百
年
前
）
亀
井

公
が
同
町
内
朝
倉
坂
折
御
立
山
に
て
も
鷹

狩
り
を
試
み
合
わ
せ
那
智
社
を
始
め
領
内

𢌞
在
他
の
社
寺
院
も
隈
な
く
参
拝
詣
で
て

い
る
。

　

此
の
狩
り
は
通
年
上
、
凡
そ
二
ヶ
年
前

よ
り
猟
場
と
な
る
御
立
山
に
領
民
、
諸
人

共
々
に
至
る
迄
入
山
禁
止
令
を
発
布
さ
る

る
。
其
の
上
、
農
事
用
鳥
獣
被
害
避
け
の

「
お
ど
し
発
音
物
」
や
「
わ
な
」
、
又
、
近

辺
領
内
で
の
猟
等
共
々
に
硬
く
禁
ぜ
ら
れ

一
種
の
自
ら
の
権
威
を
も
誇
示
、
従
っ
て

狩
り
当
日
は
御
促
役
人
を
始
め
、
領
内
各

庄
屋
、
蔵
方
、
扶
持
身
分
地
元
藩
お
抱
え

《
寄
稿
》

柚
子
味
噌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

　

昨
年
末
、
近
所
の
友
人
か
ら
沢
山
の
柚

子
を
貰
っ
て
、
自
家
製
の
味
噌
が
あ
る
事

に
気
付
き
、
柚
子
味
噌
を
作
る
事
に
し
ま

し
た
。

　

少
し
は
知
識
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
い

ざ
自
分
で
や
る
と
な
る
と
、
ほ
と
ん
ど
見

様
見
真
似
状
態
で
し
た
。
知
っ
て
る
人
に

は
、口
幅
っ
た
い
事
で
す
が
、手
順
を
少
々

申
し
上
げ
る
こ
と
に
し
ま
す
。

　

柚
子
を
半
分
に
切
り
、
中
身
を
出
し
、

湯
が
い
て
柔
ら
か
く
し
、
中
の
白
い
部
分

を
ス
プ
ー
ン
等
で
こ
さ
ぎ
取
り
、
小
さ
く

切
っ
て
ミ
キ
サ
ー
に
掛
け
て
粉
砕
、
味
噌

は
自
家
製
な
の
で
こ
れ
も
ミ
キ
サ
ー
で
皮

と
同
じ
様
に
し
て
、
鍋
に
入
れ
、
だ
し
の

素
、
砂
糖
、
は
ち
み
つ
等
を
加
え
な
が
ら

煮
詰
め
て
い
く
訳
で
す
。
焦
が
さ
な
い
よ

う
に
攪
拌
し
な
が
ら
粘
り
が
出
る
ま
で
続

け
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。
約
５
時

間
位
の
間
・
・
・
こ
れ
が
大
変
な
作
業
で

す
。
調
味
料
の
量
な
ど
も
全
く
の
見
当
で
、

途
中
で
経
験
の
あ
る
従
兄
弟
に
電
話
す
る

や
ら
で
四
苦
八
苦
！

　

火
を
止
め
て
待
っ
て
い
る
と
、
師
匠

（
妻
）
の
帰
宅
、
味
を
見
て
も
ら
う
と
、

滅
多
に
褒
め
る
事
の
な
い
師
匠
が
、
「
美

味
し
い
！
」
と
一
言
、
早
速
、
「
あ
の
人

に
持
っ
て
い
く
、
こ
の
人
に
も
食
べ
て
も

ら
お
う
」
と
、
台
所
に
あ
っ
た
色
々
な
小

瓶
を
１
０
個
位
出
し
て
来
て
詰
め
始
め
、

ご
丁
寧
に
、
製
造
年
月
日
を
書
い
た
紙
ま

で
貼
っ
て
い
く
始
末
！
。

　

そ
の
後
、
何
人
か
の
感
想
を
頂
き
ま
し

た
が
、
概
ね
、「
お
い
し
い
！
」
と
の
こ

と
で
し
た
。
苦
労
が
少
し
は
報
わ
れ
た
気

分
で
す
。
炊
き
立
て
の
御
飯
の
上
に
乗
せ

て
食
べ
る
・
・
・
こ
れ
最
高
で
す
。
今
度

は
、
春
先
に
蕗
の
と
う
味
噌
に
挑
戦
し
て

み
よ
う
か
な
？
。
（
調
子
に
の
る
な
・
・
・

と
天
の
声
）

ちょうみんひろば

猟
師
を
も
従
え
て
近
辺
領
民
挙
っ
て
尽
力

至
り
尽
く
せ
り
無
事
狩
り
終
結
と
同
時
に

功
績
者
も
現
れ
た
。
上
領
（
現
六
日
市
）

の
藩
お
抱
え
猟
師
其
の
氏
は
流
石
に
大
し

た
腕
前
。
藩
主
の
目
前
で
飛
び
居
出
し
た

一
頭
の
大
鹿
の
足
に
二
発
の
銃
弾
を
命
中

さ
せ
、
又
、
領
内
猟
師
は
、
石
目
の
大
猪

を
手
製
の
槍
で
仕
留
め
共
々
に
賞
賛
さ
れ

た
と
逸
話
が
残
る
。
名
人
、
達
人
は
、
そ

の
道
、
何
時
の
時
代
に
も
実
在
す
る
も
の

で
あ
る
と
一
吹
き
の
早
春
風
を
体
感
し
つ

つ
思
ふ
昨
今
で
は
あ
る
。
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ちょうみんひろば

　
《川
柳
》

丁
寧
に
締
め
る
店
舗
の
ア
ナ
ウ
ン
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
上　

武
史

財
布
締
め
気
分
も
締
め
る
年
の
暮
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
村　

菊
夫

孫
ね
だ
り
閉
め
た
財
布
が
す
ぐ
に
開
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
上　

健
二

ビ
ン
の
蓋
し
め
て
は
あ
る
が
ゆ
る
す
ぎ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
永　

藤
子

ベ
ッ
ド
ま
で
寒
風
は
い
り
窓
し
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

冷
蔵
庫
早
く
閉
め
て
と
鳴
き
始
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庭　

和
子

い
つ
ま
で
も
心
を
占
め
る
探
し
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
戸　

美
瑳
子

年
末
に
閉
め
る
我
が
家
の
出
納
簿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
下　

邦
枝

思
い
切
り
閉
め
た
扉
に
小
指
ガ
ガ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

澤　

三
智
代

川
柳
の
締
め
切
り
せ
ま
り
焦
る
日
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折
口　

沙
羅

支
持
率
が
裏
目
う
ら
目
で
下
る
だ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

　《
短
歌
》

我
が
老
も
こ
こ
ま
で
来
し
や
転
倒
の

　
　

ぶ
ざ
ま
な
姿
や
ふ
み
ど
に
さ
ざ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

柿
木
か
ら
津
和
野
へ
越
ゆ
る
山
路
ゆ
く

　
　

谷
川
紅
葉
空
光
り
合
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
峯　

辰
雄

夫
婦
住
む
部
屋
に
汚
れ
は
見
え
ね
ど
も

　
　

日
々
す
る
掃
除
気
持
の
掃
除

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上　

勝
史

お
悔
み
～
や
す
ら
か
に
～
（
12
月
届
出
）

同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。

斎
藤　

康
人　
　

さ
ん　

83
歳　
　

田
野
原

平
岡　

勝
美　
　

さ
ん　

65
歳　
　

九
郎
原

飯
塚　

君
子　
　

さ
ん　

90
歳　
　

七
日
市

中
村　

シ
ズ
子　

さ
ん　

93
歳　
　

幸
地

寄
稿
・
文
芸
コ
ー
ナ
ー　

応
募
方
法

と
お
知
ら
せ

●
毎
月
１
日
ま
で
に
企
画
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

●
寄
稿
の
場
合
は
五
〇
〇
字
以
内
と

し
て
く
だ
さ
い
。

●
楷
書
で
略
字
を
使
わ
ず
、
漢
字
は

常
用
漢
字
を
用
い
て
ふ
り
が
な
を

振
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
作
品
は
基
本
的
に
原
文
の
ま

ま
記
載
し
ま
す
が
原
文
の
意
味
を
損

な
わ
な
い
範
囲
で
修
正
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

●
作
品
の
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
し

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
応
募
多
数
の
場
合
等
は
掲
載
し
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
原
稿
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

●
掲
載
希
望
の
コ
ー
ナ
ー
名
を
記
載

く
だ
さ
い
。

●
掲
載
の
有
無
は
連
絡
い
た
し
ま
せ

ん
。

※
応
募
さ
れ
た
方
は
右
記
を
了
承
い

た
だ
い
た
事
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

《
俳
句
》

待
ち
針
は
赤
が
好
き
冬
着
繕
ふ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茅
原　

久
子

本
読
め
ば
手
に
止
ま
り
た
る
冬
の
蠅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

ツ
ル
子

我
鬼
の
頃
の
思
い
出
啜
る
熟
柿
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎　

美
智
子

遠
目
に
も
産
土
様
の
銀
杏
散
る　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

由
希

時
雨
る
る
や
里
は
久

「々
え
え
う
る
さ
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦　

一
美

ス
ラ
イ
ム
を
持
ち
帰
る
子
や
冬
日
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
田　

綾
美

小
走
り
や
焼
芋
買
ひ
に
ゆ
く
途
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木　

道
子

勝
ち
独
楽
余
力
あ
る
や
に
武
者
震
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

風
物
詩
高
飯
く
い
の
萬
歳
楽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

振
り
向
か
ず
来
て
冬
山
の
中
に
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

出
生
～
す
こ
や
か
に
～
　 

（
12
月
届
出
）

山
田　

ほ
ま
れ　

さ
ん

　
　

直
人
・
み
ゆ
き
さ
ん
の
子　

柿
木
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